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■地域学習スタート■ 

  

大好きな桜中に何かできることは…と「桜中のファンを増やそう！～地域と「つながる」幸せ届け隊」が始まり

ました。桜中のファンを増やすためのアイデアをクロムブックを使って、みんなで考えていきました。“ボランティ

ア清掃”というアイデアが一番多かったですが、“SNS や YouTube を活用して桜中の良さを発信する”や西九州

新幹線の開業とコラボする“など多彩な意見があり、非常に面白かったです。 

今後は、自分の住んでいる地域ごとに分かれて、より具体的に「何かできること」について追及する予定です。 

■合唱コンクール③■ 
男子のみなさんは、YouTube の画面に張り付きながら、音

取りと歌詞を覚える日々が続きます。なかなか音がとれず、本

村君や高田君の細かい指導が入りますが、難しそうです。 

女子だけでの体育館練習では、自分たちの声の小ささにびっ

くり！！教室や廊下とは違い、広い空間で歌うと、音が全く反

響しないことがわかり、ショックでした。 

そんな中で迎えた『第 1 回リハーサル』。3 年生全クラスが

入退場の確認と、課題曲「群青」を歌うのが目的です。初めて

の市民会館で実施とあり、入退場も 

独特のものでしたが、そこは何とか

クリア。いよいよ「群青」をみんな

の前で披露する瞬間が来ました。ピ

アノが始まり…、さぁ出だしは…… 

『まったく、聞こえなーーーーーー

ーーーい！！！！！！！！！！！』

その後も歌ってはいるのですが… 

はっきり聞こえない。歌っている本人たちもわかったようで、だんだんと顔が険しくなりました。その日のやり

とり帳には「緊張して、全く歌えなかった。」「隣の人の声が聴こえなくて、自信をもって歌うことができなかった」

と、これまで、人任せに音取りをしていたことを自分自身で気づくことができ、さすがに「自分が頑張らない

と！！」という意識が芽生えたようです。その日の昼休みから、真剣な顔つきで音取りに向かう人たちが増えて

いきました。「これが本番じゃなくてよかった」…と、日誌に書いてありました。（続く…） 


